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要

望

質
疑（
要
旨
）

新型コロナ対策
費用の追加

意
見
・
要
望
事
項

臨
時
議
会
・
議
会
全
員
協
議
会

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時

議
会
は
、
２
月
15
日
に
招

集
さ
れ
、
１
日
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
費
用
を
追

加
す
る
も
の
で
、
千
葉
県

知
事
選
挙
の
各
投
開
票
所

に
お
け
る
感
染
症
対
策
物

資
の
追
加
や
、
65
歳
以
上

の
町
民
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
準
備

経
費
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
の
印
刷
委
託
費
な

ど
の
追
加
を
す
る
も
の
で

す
。

旧
長
南
幼
稚
園
の
跡
地
活

用
提
案
に
つ
い
て

　
㈱
ユ
ニ
オ
ン
産
業
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
竹
も
り
の
里
が

共
同
で
「
竹
」
を
使
っ
た

製
品
加
工
の
た
め
、
旧
長

南
幼
稚
園
の
跡
地
を
活
用

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す

が
、
令
和
2
年
12
月
9
日

に
開
催
さ
れ
た
、
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、

種
々
の
課
題
や
、
検
討
事

項
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
竹

の
集
荷
」、
竹
の
種
類
、

搬
入
・
搬
出
時
の
配
慮
、

騒
音
・
粉
塵
・
臭
気
の
対

策
、
建
築
基
準
法
・
消
防

法
の
用
途
変
更
手
続
き
な

ど
の
課
題
を
５
つ
に
ま
と

め
、
再
度
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
（
第
3
次
配
分
）

の
交
付
限
度
額
に
つ
い
て

　
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

室
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付

限
度
額
が
示
さ
れ
た
た

め
、
そ
れ
ら
の
内
容
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
付
限
度
額
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
分
と
し
て
、
１
６
３

９
万
６
千
円
、
地
域
経
済

対
応
分
と
し
て
、
８
２
０

９
万
２
千
円
の
額
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
（
第
3
次
配
分
の

本
省
繰
越
分
）
の
活
用
に

お
け
る
事
業
実
施
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　
内
閣
府
に
お
い
て
、「
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

安
心
と
希
望
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策
」
を
掲
げ
、

第
３
次
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
第
３
次
補
正
予
算

で
編
成
し
、
昨
年
度
末
に

可
決・成
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は

今
後
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
で
提
案
す
る

予
定
と
の
説
明
が
総
合
調

整
担
当
主
幹
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
事
業
と
し
て
、

公
共
交
通
応
援
事
業
や
、

高
速
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

に
よ
る
魅
力
発
信
事
業
、

長
南
町
地
域
応
援
券
発
行

議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）
令和３年長南町議会第１回臨時議会（令和３年２月１５日）
議　案
第１号

令和２年度長南町一般会計補正予算
（第６号）について

383万 8,000円を追加、
予算総額54億7,832万 3,000円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　　決　　結　　果

第１回
臨時議会

全

協

１
月
19
日

２
月
15
日

４
月
13
日

（※）議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。

事
業
な
ど
、
計
11
項
目
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

予
算
額
と
し
て
は
、
９
２

９
０
万
４
千
円
で
す
。
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意
見
書

意
見
書
の
提
出

専
決
処
分
の
承
認

新たな議会人事
決まる

討

論

修
正
動
議

第
２
回
臨
時
議
会

　
令
和
３
年
第
２
回
臨
時

議
会
は
、
５
月
11
日
に
招

集
さ
れ
、
１
日
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
議
会
で
は
、

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

専
決
処
分
の
承
認
４
件
、

補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

承
認・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
の
各
常
任
委

員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、

広
報
特
別
委
員
会
の
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
を
行
い

ま
し
た
。

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会

は
、
総
務
、
企
画
、
財
政
、

税
務
住
民
及
び
各
事
業
課

等
、
他
の
常
任
委
員
会
に

属
さ
な
い
事
項
を
所
管
し

ま
す
。

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

は
、
教
育
委
員
会
、
そ
の

他
教
育
行
政
に
関
す
る
事

項
、
福
祉
、
健
康
保
険
、

そ
の
他
社
会
福
祉
に
関
す

る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

（
６
人
を
選
任
）

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項
、
議
会
の
会
議
規
則
、

委
員
会
条
例
等
に
関
す
る

事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、議
案
、

陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
板
倉
　
正
勝

副
委
員
長
　
河
野
康
二
郎

委
　
　
員
　
林
　
　
義
博

委
　
　
員
　
岩
瀬
　
康
陽

委
　
　
員
　
大
倉
　
正
幸

委
　
　
員
　
加
藤
　
喜
男

議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）
専決処分

承　認
第１号

専決処分の承認を求めることについて
（長南町税条例等の一部を改正する条
例の制定について）

地方税法等の一部を改正する法律等が公
布されたことに伴い、条例の一部改正を
行うもの

承　認
賛（12）否（0）

承　認
第２号

専決処分の承認を求めることについて
（長南町過疎地域固定資産税課税免除
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて）

過疎地域の持続的発展の支援に関する特
別措置法の制定に伴い、新たに経過措置
を設けるもの

承　認
賛（12）否（0）

承　認
第３号

専決処分の承認を求めることについて
（長南町重度心身障害者の医療費助成
に関する条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例の制定について）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的
に支援するための法律施行令の一部を改
正する政令が公布されたことに伴い、条
例の一部改正を行うもの

承　認
賛（12）否（0）

承　認
第４号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度長南町一般会計補正予算
（第１号））

歳入歳出に239万 3千円を追加、
予算総額を45億39万 3千円に

承　認
賛（12）否（0）

補正予算
議　案
第１号

令和３年度長南町一般会計補正予算
（第２号）について

歳入歳出に1億6,809万円を追加、
予算総額を46億6,848万 3千円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　　決　　結　　果

第２回
臨時議会

（※）議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

前列左から宮﨑副委員長、林委員長、丸島委員
後列左から森川委員、松野委員、大倉委員、板倉委員

前列左から和田副委員長、加藤委員長、松崎委員
後列左から御園生委員、河野委員、岩瀬委員
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令和３年第１回定例議会は、３月２日に招集

され、12日までの 11日間の会期で開きました。

この議会では、令和３年度当初予算をはじめ、

条例の一部改正８件、施設の指定管理者の指定

１件、財産の無償貸付１件、令和２年度補正予

算７件、同意２件、諮問１件などの計 27 議案

を審議しました。令和３年度一般会計予算は、

内容が複雑多岐にわたるため、予算特別委員会

を設置し、詳細な審査を行いました。

審査の結果、全ての議案は原案のとおり可決・

同意・適任となりました。

また一般質問は７人の議員が行い、議論を展

開しました。

会計別当初予算内訳表

令和３年度予算審査の流れ

会　　　　計 平成３年度
予算額

対前年度比較

増減額 増減率

一　　般　　会　　計 44 億 9,800 万円 2 億 700 万円 4.8%

特別会計

国 民 健 康 保 険 11 億 1,600 万円 900 万円 0.8%

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 3,450 万円 530 万円 4.1%

介 　 護 　 保 　 険 11 億 4,900 万円 9,800 万円 9.3%

笠 森 霊 園 事 業 6,930 万円 △ 270 万円 △ 3.8%

農 業 集 落 排 水 事 業 2 億 2,200 万円 △ 100 万円 △ 0.4%

企業会計 ガス
事業

収 益 的 収 入 7 億 2,183 万円 607 万円 0.8%

収 益 的 支 出 7 億 1,464 万円 932 万円 1.3%

資 本 的 収 入 5,066 万円 △ 345 万円 △ 6.4%

資 本 的 支 出 2 億 1,671 万円 △ 1,012 万円 △ 4.5%

令和３年度一般会計予算
44 億 9,800 万円（前年度比 4.8％増）

特別会計 36 億 2,215 万円（前年度比 3.1% 増）
予算総額 81 億 2,015 万円（前年度比 4.0% 増）

町長からの予算案の提出

本 会 議 ・予算特別委員会へ付託

・各分科会主査報告
・質疑・討論
・議案採決

・予算特別委員会委員長報告
・質疑・討論
・議案採決

本 会 議

予算特別
委 員 会

可決 定
例
議
会
・
予
算
特
別
委
員
会

全ての議案で
可決・同意・適任に

第１回
定例議会

意
見
・
要
望
事
項

（
要
旨
）
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長南中学校などを視察し、児童生徒のデジタル化の対応に
ついて協議しました。

長南集学校を視察し、リモートでの防災会議を体験し、
検証を行いました。

決 算 認 定

予算特別委員会は、3月 8日に議長を除く 12名で設置しました。総務経済・教育民生の２分野に分け

た分科会を設置し、3月 8日及び 9日に執行部の出席を求め、書類審査と現地調査を行いました。3月 12

日に各分科会の審査結果の報告を求め、次の意見・要望を図ることを付し、令和３年度一般会計予算は賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決定しました。

≪令和３年度一般会計予算≫
予算特別委員会で慎重審議
委員長に、丸島 なか 議員、副委員長に 河野 康二郎 議員を選出しました

予
算
特
別
委
員
会
・
定
例
議
会

予算特別
委 員 会

総
務
経
済
関
連

１�　

役
場
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

設
計
内
容
を
十
分
に
精
査
し
、

円
滑
か
つ
適
正
な
建
築
工
事
の

発
注
を

２�　
『
地
域
公
共
交
通
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
向
け
、

創
意
工
夫
を

３�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
第
３
次
交
付
限
度
額
配
分
）
に

つ
い
て
、
事
業
実
施
計
画
書
の

作
成
を

４�　
旧
小
学
校
等
の
改
修
に
つ
い

て
、
借
主
側
と
協
議
し
、
負
担

軽
減
を

５�　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、
交
付
率
90
％
の
指
標
達

成
に
向
け
、
積
極
的
な
普
及
を

６�　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
住
民
の
迅
速
か
つ
安

全
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
作
成
し
、
周
知
を

教
育
民
生
関
連

７�　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
に
あ
た
り
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
施
設
の
管
理

運
営
が
安
全
か
つ
適
正
に
行
わ

れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

８�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
引
き

続
き
感
染
症
拡
大
防
止
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
と
調
整
し
準
備
を

９�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、
児

童
生
徒
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

し
た
「
情
報
活
用
能
力
」
を
育

て
、
効
果
的
な
授
業
の
実
践
を

意
見
・
要
望
事
項

（
要
旨
）意見・要望をしました

教育民生分科会 総務経済分科会
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令和３年　長南町議会第１回定例議会　議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）
条例の一部改正

議　案
第１号

諸収入金の督促及び延滞金の
徴収並びに滞納処分に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

分担金、使用料、手数料等の諸収入に係る延滞金
について、地方税法にならった計算方法への見直
しを実施することに伴い、条例の一部を改正する
もの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第２号

長南町特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準の一部を改正する内閣府令が公布
されたことに伴い、条例の一部改正を行うもの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第３号

長南町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条
例の制定について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の
一部を改正する省令が公布されたことに伴い、条
例の一部改正を行うもの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第４号

長南町放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条
例の制定について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準の一部を改正する省令が公布されたこと
に伴い、条例の一部改正を行うもの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第５号

長南町重度心身障害者の医療
費助成に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

受給権者の規定を明確化するため、条例の一部改
正を行うもの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第６号

長南町介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

介護保険料率を改正し、併せて低所得者への減額
保険料率を規定するため、条例の一部改正を行う
もの

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　月２００円の値上げは負担増に（和田）
第８期の介護保険料基準額は月 200 円値上げされ、月 5,400 円になります。低
所得者は引き続き減額が行われます。引き上げは低く抑え込まれているとはいえ、
負担増になることには変わりありません。
賛成討論　介護保険条例一部改正に賛成（林）
新年度から始まる第８期介護保険事業計画に基づき、健全に運営が続けられるよ
う有効的に基金を活用し、第１号被保険者の保険料抑制、低所得者の保険料減額
等が配慮されているため、賛成します。

議　案
第７号

長南町国民健康保険条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を
改正する法律の施行に伴い、条例の一部改正を行
うもの

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第８号

長南町スポーツ施設の設置・
管理及び運営に関する条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

町スポーツ施設の指定管理者制度導入への対応を
図るため、条例の一部改正を行うもの

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　指定管理者制度にすることは反対（和田）
施設の管理を民間まかせにしてしまうことは、公的責任、公共サービスを投げ捨
て捨てることになります。指定管理者制度にする前に職員減らしていくことが、
町の責任だったと思います。
賛成討論　町の社会体育行政において重要（大倉）
本条例の改正は、スポーツ推進審議会の所掌事務等を明確にするものであり、指
定管理者の管理権限の根拠となるものですので、町の社会体育行政において重要
であると考え賛成します。

定
例
議
会　
議
決
結
果



（7） ちょうなん 議 会 だ よ り 第175号
令和３年６月発行

議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）
指定管理者の指定
議　案
第９号

長南町公の施設の指定管理者
の指定について

長南町海洋センター管理運営の指定管理者候補と
して、株式会社千葉ワコーを選定

原案可決
賛（12）否（0）

財産の無償貸付

議　案
第10号

財産の無償貸付につき議決を
求めることについて

無償貸付の相手方（２法人）
・株式会社ユニオン産業
・特定非営利活動法人竹もりの里

原案可決
賛 (8) 否 (4＊)
＊宮﨑、 板倉、
加藤、 和田

反対討論　旧幼稚園の無料貸出しに反対（加藤）
町では宅地を１㎡当り年額５０円で借りている。旧幼稚園は７０００㎡あり土地
代を３５万円、建屋と併せ１００万円程度は当然である。今回も契約書案が示さ
れない。町民に損害を与えるものであり、当然の反対である。
賛成討論　地元ＮＰＯと企業のコラボが良い（森川）
費用対効果論で考えて、旧幼稚園は維持費なども少なく済み、進出企業は地球環
境にやさしい企業で公害もなく、竹害対策や里山保全、竹製品の開発に携わって
いるＮＰＯとのコラボに期待したい。

補正予算
議　案
第11号

令和２年度長南町一般会計補
正予算（第７号）について

歳入歳出に4億4,665万 4千円を追加、
予算総額を59億2,497万 7千円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第12号

令和２年度長南町国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）
について

歳入歳出に1,024万円を追加、
予算総額を11億2,460万 3千円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第13号

令和２年度長南町介護保険特
別会計補正予算（第３号）に
ついて

歳入歳出から2,519万 5千円を減額、
予算総額を11億1,300万円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第14号

令和２年度長南町笠森霊園事
業特別会計補正予算（第１号）
について

歳入歳出に836万 1千円を追加、
予算総額を8,036万 1千円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第15号

令和２年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
２号）について

歳入歳出に70万円を追加、
予算総額を2億2,435万 1千円に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第16号

令和２年度長南町ガス事業会
計補正予算（第１号）につい
て

収益的収入7億487万円、収益的支出6億9,564
万円、資本的収入 3,411 万 4 千円、資本的支出
2億1,734万 7千円に

原案可決
賛（12）否（0）

令和３年度当初予算

議　案
第17号

令和３年度長南町一般会計予
算について 予算総額を44億9,800万円に

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　マイナンバーカードの活用は疑問（和田）
小・中学の学校給食無償化は歓迎します。通知カード・個人番号カードの連携シ
ステムの活用は、所得や資産等のデータは国が丸ごと管理される事になります。
マイナンバーカードの活用は疑問が多くあります。
賛成討論　重点施策に期待したい（森川）
「第５次総合計画」に沿った予算編成となっており、「学校給食費の無償化、スポー
ツ施設における指定管理者制度の導入、マイナンバーカードの普及促進及び利便
性向上への取組み」など、本町の特徴を活かした内容であり、かつ適正であるた
め賛成する。

議　案
第18号

令和３年度長南町国民健康保
険特別会計予算について

予算総額を11億1,600万円に
⇒前年度比0.8%（900万円）増額

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　未就学児童に限らず公費負担を（和田）
「均等割」部分の５割を未小学児童に限って公費負担がされます。対象を未就学児
童に限らず範囲の拡大を国に対して求めるべきです。国、県の支援はもとより、
まち町独自の公費負担や軽減策拡充を求めます。
賛成討論　住民の健康を守る予算（岩瀬）
国民健康保険は、病気等の時に安心して医療が受けられるように、国保加入者が
保険税を出し合う制度であり、住民の健康を守り、国民皆保険の根幹を維持する
ために必要な予算なので賛成する。
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（※）議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。

議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第19号

令和３年度長南町後期高齢者
医療特別会計予算について

予算総額を1億3,450万円に
⇒前年度比4.1%（530万円）増額

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　高齢者医療制度は撤廃を（和田）
後期高齢者医療制度は、国民を年齢で区切り、高齢者を別枠の医療保険に囲い込
んで負担増と差別を押し付けるものです。高齢者医療制度は速やかに撤廃し、元
の保健制度へ戻すこと求めます。
賛成討論　運営に必要不可欠である（宮﨑）
千葉県後期高齢者医療広域連合において、全県下を見据えた中で示された額に基
づき予算が編成されており、今回提案されている予算は後期高齢者医療制度を維
持し、運営するために必要不可欠なものであるので、賛成します。

議　案
第20号

令和３年度長南町介護保険特
別会計予算について

予算総額を11億4,900万円に
⇒前年度比9.3%（9,800万円）増額

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊和田

反対討論　負担軽減のために繰り入れを（和田）
第８期の保険料月２００円の引き上げは低く抑え込まれているとはいえ、負担増
には変わりはありません。負担軽減のために、一般会計からの繰り入れや国庫負
担金の引き上げを。
賛成討論　適正な予算であると判断する（加藤）
年々増加する介護サービスや介護予防サービスなど安定したサービスが提供でき
るような予算編成となっている。また、基金を有効に活用し各種支援事業も計画
されていることから、この予算は適正であると判断する。

議　案
第21号

令和３年度長南町笠森霊園事
業特別会計予算について

予算総額を6,930万円に
⇒前年度比3.8%（270万円）減額

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第22号

令和３年度長南町農業集落排
水事業特別会計予算について

予算総額を2億2,200万円に
⇒前年度比0.4%（100万円）減額

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第23号

令和３年度長南町ガス事業会
計予算について

収益的収支　支出総額を7億1,464万円に
⇒前年度比1.3%（932万円）増額
資本的収支　支出総額を2億1,671万円に
⇒前年度比4.5%（1,012万円）減額

原案可決
賛（12）否（0）

人事案件

議　案
第24号

教育委員会教育長の任命につ
き同意を求めることについて

小髙憲二氏の退任に伴い、糸井仁志氏を教育長に
同意

同　　意
賛（12）否（0）

議　案
第25号

教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

中村尚子氏の任期満了に伴い、川口高広氏を教育
委員会委員に同意

同　　意
賛（12）否（0）

議　案
第26号

人権擁護委員候補者の推薦に
つき意見を求めることについ
て

富澤勝彦氏の任期満了に伴い、引き続き同氏を人
権擁護委員に適任と認めた

適　　任
賛（12）否（0）

補正予算（追加議案）

議　案
第27号

令和２年度長南町一般会計補
正予算（第８号）について

歳入歳出に3,101万 1千円を追加、
予算総額を59億5,598万 8千円に

原案可決
賛（12）否（0）
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目及び３日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人
につき１時間です。

７人の議員が一般質問を行う
一
般
質
問

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

加藤 喜男　議員
　★ 新型コロナウイルス感染症への対応について
　□ 町の人口減少について
　★ 西部工業団地跡地の活用について
　★ 竹林の管理について
　□ 児童生徒の健康について

和田 和夫　議員
　□ 新型コロナウイルス対策について
　□ ジャンボタニシ対策について
　□ 小・中学校の少人数学級について

丸島 なか　議員
　□ 子育て支援事業について
　□ 骨髄バンクのドナー登録について

大倉 正幸　議員
　□ 保育所について
　★ 昨年の防災訓練について
　★ 避難所について

森川 剛典　議員
　□ 防災・減災・国土強靭化等について
　□ 新型コロナウイルスへの今後の対応について
　□ デジタル化の推進について

河野 康二郎　議員
　□ 学校教育について
　★ 教職員の働き方について

板倉 正勝　議員
　□ 学校教育について
　□ 災害について
　□ 植物防疫について
　★ 地域農業推進基金について

P14

P15

P16

P13

P12

P11

P10
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加藤喜男 議員

人口減対策の現状は
空き家の問い合わせが増えている

町
の
人
口
減
少

は
重
要
な
問
題
で

す
。
各
家
庭
で
は
後
継
者

問
題
も
深
刻
で
あ
り
、
近

い
将
来
に
は
集
落
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で

す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
外

国
人
で
良
い
と
も
思
え
ま

せ
ん
。

町
の
人
口
減
少
に
対
す

る
諸
施
策
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

今
後
の
施
策
に

つ
い
て
伺
い
ま

す
。

児
童
・
生
徒
の

生
活
習
慣
病
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問学
校
教
育
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

４
人
に
１
人
、
医
師

の
診
断
が
必
要

今
後
の
施
策
は

多
面
的
に
推
進

進
学
や
就
職
に
伴
う
移

動
、
そ
の
後
に
結
婚
・
出

産
を
経
た
段
階
の
Ｕ
タ
ー

ン
に
焦
点
を
定
め
、
若
者

定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅

取
得
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
産
後

昨
年
来
よ
り
の
「
長
南

町
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ

り
、
本
町
の
持
つ
強
み
、

首
都
圏
へ
の
良
好
な
ア
ク

セ
ス
や
、
自
然
環
境
を
前

面
に
出
し
、
交
流
人
口
や

関
係
人
口
の
分
野
に
も
視

野
を
入
れ
つ
つ
、
人
口
増

加
を
目
指
し
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
廃
校
活
用
企
業
や
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連

携
し
な
が
ら
、
町
の
魅
力

を
十
分
発
信
し
、
多
面
的

に
推
進
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度

よ
り
空
き
家
の
売
買
の
み

な
ら
ず
、
賃
貸
借
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
と
し
て
い

小
児
生
活
習
慣
病
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
が
主
体

と
な
り
、
小
学
校
４
年
生

と
中
学
校
１
年
生
を
対
象

に
予
防
検
診
を
実
施
し
て

の
暮
ら
し
を
支
え
る
観
点

か
ら
は
、
子
育
て
交
流
館

の
よ
う
な
ハ
ー
ド
か
ら
各

種
検
診
、
予
防
接
種
に
関

わ
る
支
援
等
の
ソ
フ
ト
事

業
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
子
育
て

世
代
の
皆
様
か
ら
も
、
一

定
の
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
タ
ー
ン
の

よ
う
な
社
会
増
も
視
野
に

入
れ
、
空
き
家
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
に
注
力
を
し
て

い
ま
す
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
物
件
の
問

合
せ
等
も
非
常
に
多
く
、

連
日
の
よ
う
に
問
合
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
ま
し
た
社
会
増
減

（
転
入
・
転
出
な
ど
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
若
干
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。

き
ま
す
。
さ
ら
に
給
食
費

の
無
償
化
、
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
に
よ
り
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

お
り
ま
す
。
健
診
の
結
果

は
、
令
和
２
年
度
に
お
い

て
は
、
小
学
校
４
年
生
で

17
・
9
％
、
中
学
校
１
年

生
で
26
・
3
％
の
生
徒
が

医
師
の
受
診
を
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、町
で
は
、児
童・

生
徒
、
保
護
者
に
対
し
て
、

管
理
栄
養
士
及
び
保
健
師

に
よ
る
個
別
説
明
、
ま
た
、

学
校
で
は
、
養
護
教
員
に

よ
る
指
導
を
行
い
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
児
生
活
習
慣
病
の

状
況
は
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和田和夫 議員

新型コロナワクチン接種について
高齢者のワクチン接種４月末以降

高
齢
者
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
時
期

や
集
団
か
個
別
の
別
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん

な
人
が
対
応
し
ま
す
か
。

ま
た
車
を
運
転
し
な
い

方
や
、
足
が
不
自
由
な
人

は
ど
う
し
ま
す
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
抑
え
る
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
増
や
し
、
感
染
者

を
見
つ
け
て
接
触
を
断
つ

こ
と
で
す
。
無
症
状
の
感

染
者
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
早
期
治
療
、
感

染
拡
大
の
防
止
に
な
り
ま

す
。

防
除
対
策
に
つ

い
て
、
地
域
ぐ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
関
係

で
、
教
職
員
の
負
担
が
増

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

実
力
、
学
力
を
伸
ば
す
た

め
先
生
の
増
員
を
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
は
田
植
え
直
後

の
苗
を
食
べ
、
稲
の
茎
や

水
路
の
壁
な
ど
に
淡
い
ピ

ン
ク
色
の
卵
を
産
み
ま

す
。
昨
年
白
子
町
、
一
宮

町
で
発
生
し
ま
し
た
が
、

千
葉
県
内
、
長
南
町
の
生

息
・
被
害
状
況
を
伺
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今

こ
そ
少
人
数
学
級

を
実
現
す
べ
き
で
す
。
長

南
町
の
小
・
中
学
校
の
ク

ラ
ス
別
の
人
数
を
伺
い
ま

す
。

問

問

問

問

問

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
４
月

末
以
降
で
、
長
生
管
内
は

個
別
の
医
療
機
関
で
の
接

種
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
は

長
生
管
内
一
本
で
、
専
任

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応

を
し
ま
す
。
自
宅
か
ら
出

ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
長
生
管
内
で
今
後
の

方
針
を
決
め
て
行
く
予
定

陰
性
を
常
に
担
保
す
る

に
は
、
週
に
数
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
必
要
で
現
実
的

で
な
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
今
後
も
三
密
対
策
や

手
洗
い
、
消
毒
の
徹
底
で

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

千
葉
県
内
31
市
町
村
で

生
息
が
確
認
さ
れ
、
被
害

は
18
市
町
村
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
長
南
町
は
７
地

区
で
生
息
が
確
認
、
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
ま
で
地
域
を
支
援

す
る
補
助
制
度
を
県
が
創

設
し
ま
し
た
。
令
和
３
年

度
に
芝
原
・
棚
毛
地
区
で

取
り
組
み
ま
す
。
新
し
い

防
除
技
術
、
情
報
が
入
れ

ば
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

小
学
校
が
11
ク
ラ
ス
平

均
20
人
、
特
別
支
援
学
級

が
３
ク
ラ
ス
平
均
４
人
、

中
学
校
は
６
ク
ラ
ス
平
均

22
人
、
特
別
支
援
学
級
が

２
ク
ラ
ス
平
均
４
人
で

す
。子

ど
も
と
向
き
合
う
時

間
を
十
分
に
確
保
し
、
子

ど
も
一
人
一
人
に
あ
っ
た

教
育
を
行
う
に
は
、
教
職

員
数
を
増
や
す
こ
と
は
必

要
な
条
件
で
す
。

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

生
息
と
被
害
は

小
・
中
学
校
の
ク
ラ

ス
別
の
人
数
は

三
密
対
策
や
手
洗

い
、
消
毒
の
徹
底
で

水
稲
、
蓮
根
生
産
組
合

７
地
区
で
被
害
発
生

芝
原
、
棚
毛
の
２
地

区
で
取
組
み
ま
す

感
染
拡
大
防
止
を

地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を

教
員
の
増
員
を

で
す
。

み
で
対
策
を
行
う
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。
被
害
が
拡

大
を
す
る
前
に
町
の
広
報

で
注
意
勧
告
を
。

約
21
人
前
後
で
す

喫
緊
の
課
題

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長
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健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ

い
て

子
育
て
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い
て

骨
髄
バ
ン
ク
・
ド

ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

当
初
予
算
に
経
費
計
上

令
和
３
年
度
よ
り
実
施

現
在
の
母
子
手
帳
を
継
続

丸島なか 議員

子育て世代包括支援センター
設置は

３月中に県に届出をします

子
育
て
家
庭
が

社
会
か
ら
孤
立
し

な
い
よ
う
妊
娠
期
か
ら
産

前
産
後
、
子
育
て
ま
で
切

れ
目
な
く
母
子
を
支
援
す

る
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
令
和
３
年
３

月
ま
で
に
設
置
義
務
と
あ

り
ま
す
が
、
設
置
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た

運
営
体
制
・
専
門
職
員
・

案
内
板
・
昇
り
旗
・
チ
ラ

シ
等
は
作
成
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

出
産
後
に
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
ら
れ
ず
、
症
状
が
重
く

な
る
こ
と
等
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
時

に
、
医
療
機
関
と
の
連
携

を
深
め
協
定
を
結
び
し
っ

か
り
と
し
た
備
え
を
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

電
子
母
子
ア
プ

リ
は
子
供
の
生
年

月
日
を
入
力
す
る
と
予
防

接
種
日
が
配
信
さ
れ
、
予

定
日
が
近
づ
く
と
事
前
に

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
等
の

支
援
を
配
信
し
て
く
れ
る

ア
プ
リ
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

２
年
前
の
３
月

定
例
議
会
で
質
問

し
ま
し
た
が
、
県
全
体
で

令
和
２
年
12
月
現
在
、
54

市
町
村
中
47
市
町
村
で
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
進

捗
状
況
、献
血
者
の
人
数
、

町
内
在
住
で
ド
ナ
ー
登
録

の
で
き
る
方
の
人
数
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
今
回
実
施

し
て
頂
け
る
と
い
う
事
で

す
が
、
県
・
町
の
支
援
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

問

問

問

問

令
和
３
年
３
月
中
に
県

に
届
出
を
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
一
室
を
専
用
室
と

し
て
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
運
営
に
つ
い
て

医
療
機
関
（
２
つ
の
産

科
医
）
と
提
携
を
結
び
、

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
予

定
で
予
算
計
上
を
し
ま
し

た
。
宿
泊
型
と
日
帰
り
型

献
血
を
し
た
方
は
平
成

30
年
度
が
２
２
７
人
、
令

和
元
年
度
が
３
０
５
人
、

令
和
２
年
度
は
途
中
で
す

長
生
管
内
で
ア
プ
リ
で

の
管
理
が
で
き
る
体
制
が

整
う
ま
で
は
、
導
入
す
る

は
、
保
健
師
を
１
名
、
案

内
板
を
設
置
し
、
昇
り
旗

は
作
り
ま
せ
ん
。
チ
ラ
シ

は
作
成
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
４
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

の
２
つ
の
事
業
が
あ
り
ま

す
。

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
の
母
子
手
帳
を
継
続
し

ま
す
。

が
１
９
０
人
、
ド
ナ
ー
登

録
で
き
る
方
は
令
和
３
年

１
月
末
現
在
、
２
４
８
７

人
で
す
。
県
・
町
の
支
援

で
は
、
町
の
支
援
と
し
て

は
個
人
に
１
日
２
万
円
、

企
業
に
１
日
１
万
円
の
助

成
が
受
け
ら
れ
、
県
か
ら

は
町
の
助
成
し
た
金
額
の

二
分
の
一
が
補
助
さ
れ
ま

す
。
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用
語
解
説

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
と
保
育
園
の
両

方
の
良
さ
を
併
せ
持
ち
、

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に

行
う
施
設
の
こ
と
で
す
。

０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど

も
ま
で
、
保
護
者
が
働
い

て
い
る
・
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
利
用
で
き
、
預
か
り

時
間
が
長
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。

町　
長

大倉正幸 議員

『こども園』を作るべき
今後の課題として取り組んでいく

保
育
所
は
木
造

園
舎
の
老
朽
化
、

設
備
の
非
近
代
化
、
保
護

者
の
自
動
車
の
乗
降
ス

ペ
ー
ス
が
無
い
た
め
に
や

む
な
く
、
路
上
駐
車
を
し

て
し
ま
う
な
ど
の
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
現
在
の
場
所
で

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
育

所
を
続
け
る
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
考
え
か
ら
、役
場
周
辺
、

あ
る
い
は
小
中
学
校
周
辺

に
移
転
す
る
こ
と
も
一
つ

の
考
え
で
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
考
え
は
施

設
を
す
べ
て
建
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

適
当
な
考
え
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
後

問

保
育
所
の
木
造
園
舎
に

つ
い
て
は
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
補
修
も
あ
る
程

度
は
行
っ
て
い
ま
す
が
限

度
も
あ
り
ま
す
の
で
建
て

替
え
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。

移
転
と
い
っ
て
も
ホ
ー

ル
も
新
し
く
な
っ
て
お

り
、
今
の
場
所
で
保
育
を

実
施
し
な
い
わ
け
に
も
い

か
な
い
こ
と
か
ら
、
長
生

学
園
に
認
定
こ
ど
も
園
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
、
町

と
連
携
し
３
歳
児
以
上
を

幼
稚
園
部
と
し
て
保
育
で

き
な
い
か
ど
う
か
を
検
討

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

民
間
の
施
設
整
備
に
は
補

助
制
度
が
あ
り
、
財
政
的

に
も
そ
の
ほ
う
が
良
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
は
時
代
の

流
れ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

に
は
保
護
者
や
住
民
の
ご

理
解
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
代
表

は
長
生
学
園
と
連
携
し
て

時
代
の
流
れ
で
も
あ
る

『
こ
ど
も
園
』
を
作
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。
町
内
の

少
子
化
が
進
む
中
で
小
・

中
学
校
が
一
校
し
か
な
い

と
こ
ろ
に
保
育
所
、
幼
稚

園
と
二
つ
の
施
設
が
存
続

し
て
い
く
こ
と
は
無
理
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

の
方
に
意
見
を
求
め
た
と

こ
ろ
園
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
と
し
て
は
住
民
要
望

に
沿
っ
た
対
応
を
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

保育所の木造園舎
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町　
長

環
境
建
設
課
長

総
務
課
長

健
康
保
険
課
長

福
祉
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
の

今
後
の
対
応
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

動
向
を
踏
ま
え
て

お
し
ゃ
べ
り
茶
会
を
準
備

森川剛典 議員

町管理河川の整備は
整備計画の適用が受けられない

河
川
施
設
で
は
48
か
所

の
う
ち
38
か
所
の
復
旧
が

完
了
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
継
続
し
て
復
旧
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階

で
は
遅
く
と
も
夏
ご
ろ
ま

で
に
完
成
し
た
い
と
考
え

防
災
・
減
災
・

国
土
強
靭
化
計
画

は
国
の
第
三
次
補
正
予
算

で
は
２
兆
９
３
６
億
円
が

盛
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令

和
元
年
の
豪
雨
災
害
復
旧

の
見
通
し
と
一
宮
川
の
流

域
整
備
、
特
に
上
流
の
町

管
理
部
分
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
、
流
域
対
策
は

強
靭
化
計
画
に
該
当
し
な

い
の
で
す
か
。

１
．
高
齢
者
や
ワ

ク
チ
ン
弱
者
へ
の

対
応
を
十
分
に
考
え
て
い

た
だ
く
為
の
質
問
を
し
ま

す
。

①
町
に
住
民
登
録
が
な

い
、
住
民
登
録
が
あ
っ
て

も
居
住
し
て
い
な
い
場
合

の
対
応
。
②
外
国
人
等
の

対
応
。③
強
制
は
な
い
が
、

接
種
目
標
値
は
あ
り
ま
す

か
。
④
相
談
窓
口
は
町
に

デ
ジ
タ
ル
庁
が

半
年
後
に
開
設
さ

れ
ま
す
が
、
基
本
的
な
考

え
や
光
通
信
な
ど
の
全
家

庭
配
備
な
ど
の
ネ
ッ
ト

問

問

問

て
い
ま
す
。
弥
生
橋
か
ら

上
流
に
つ
き
ま
し
て
は
町

管
理
の
河
川
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
整
備
計
画
に

よ
る
事
業
化
の
適
用
を
受

け
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

流
域
対
策
は
流
域
全
体

で
取
り
組
む
対
策
で
す
の

で
、
防
災
・
減
災
・
強
靭

化
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

１
．
①
や
む
を
得
な
い
事

情
の
方
は
、
住
民
登
録
が

違
う
市
町
村
で
も
手
続
し

て
接
種
で
き
ま
す
。
②
住

民
登
録
が
あ
れ
ば
接
種
で

き
ま
す
。
③
国
県
の
方
か

ら
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

④
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
医
学
的
相

談
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

町
に
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

⑤
国
の
救
済
制
度
の
対
象

で
は
、
窓
口
は
市
町
村
に

な
り
ま
す
。

２
．
健
康
診
断
の
実
施
率

は
60
％
で
受
診
率
は
40
～

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
国
等

の
動
向
を
踏
ま
え
て
随
時

進
め
て
い
き
ま
す
。
光
通

信
な
ど
の
全
家
庭
配
備
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
に
な
り
ま
す
。

３
．
包
括
職
員
が
訪
問
や

電
話
で
状
況
を
確
認
し
た

り
、
い
き
い
き
百
歳
体
操

を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か

ら
は
地
域
の
集
い
の
場
と

し
て
『
お
し
ゃ
べ
り
茶
会
』

事
業
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

設
置
し
ま
す
か
。
⑤
接
種

の
補
償
窓
口
は
役
場
で
よ

い
で
す
か
。

２
．
町
の
検
診
や
医
療
費

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

３
．
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

60
％
に
な
り
ま
す
、
ま
た

医
療
費
は
件
数
で
１
割
減

の
４
万
件
程
度
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
健
康
推
進
施

策
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
ま
す
か
、
ま
た

人
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。
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教
育
長

教
育
長

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち

帰
り
の
議
論
を

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

協
議
す
る
必
要
性
を

感
じ
て
い
る

シ
ス
テ
ム
の
整
備
は

大
き
な
課
題

組
織
の
立
上
げ
を

教
師
を
交
え
た
組
織
で

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

河野康二郎 議員

小中一貫校の
メリットを活かせ
連携を深めた校内体制で

一
貫
型
校
で
あ

る
が
、
一
貫
校
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今

こ
そ
小
・
中
一
貫
校
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
す
時
と
考

え
、
今
後
の
展
望
を
伺
い

ま
す
。

２
人
校
長
の
一

貫
型
校
で
は
、
限

界
で
す
。
固
定
化
せ
ず
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
・
学
校
改
革
の
課
題
や

教
師
の
繁
忙
・
人
材
不
足

に
応
え
る
た
め
に
も
、
開

か
れ
た
議
論
が
必
要
で

す
。一

貫
型
で
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
義
務
教
育
学
校

に
匹
敵
す
る
教
師
集
団
の

形
成
に
向
け
関
係
部
署
に

よ
る
研
究
、
検
討
、
実
践

の
た
め
の
組
織
を
立
ち
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
は
、
学
校
休
業

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
放

課
後
学
習
、不
登
校
支
援
、

ネ
ッ
ト
環
境
よ
る
格
差
の

解
消
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

つ
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高

ま
る
等
に
活
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
持
ち
帰
り
の
議

論
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

問

問

問

問

学
び
・
育
ち
の
連
続
性

と
い
う
も
の
を
ベ
ー
ス
に

一
貫
教
育
の
運
用
を
取
り

い
れ
、
計
画
を
立
て
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
、
１
小
１
中
の

身
近
さ
を
活
か
し
、
２
人

校
長
で
意
思
の
疎
通
・
連

携
を
図
る
指
導
体
制
が
よ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
会
に
ス

リ
ム
化
し
た
新
し
い
時
代

の
教
育
の
目
的
と
方
法
の

た
め
、
教
師
を
交
え
進
め

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
校
長
の
言
葉
が

担
任
の
指
導
に
な
り
、
直

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
出

し
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
で
何
が
で
き
る
の

学
習
指
導
の
効
率
化
と

多
忙
化
を
解
消
す
る
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

は
大
き
な
課
題
で
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
シ
ス

テ
ム
化
を
図
り
設
置
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

接
子
供
に
落
ち
る
校
内
シ

ス
テ
ム
、
そ
れ
を
支
え
る

町
全
体
の
教
育
推
進
シ
ス

テ
ム
を
共
有
し
て
い
た
だ

け
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。

か
を
精
査
し
、
協
議
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小中一貫教育

小中連携教育のうち、小・中学校段階の教職員が目指す子ども像を共有すると

ともに、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的な教育を目指す教育

義務教育学校

一人の校長の

下、一つの教職

員組織が置か

れ、義務教育９

年間の学校目標

を設定し、９年

間の系統性を確

保した教育課程

を編成・実施す

る学校

小中一貫型小学校・中学校

組織上独立した小学校及び中学校が一貫した教育

を施す形態で、それぞれに校長、教職員組織を有

する学校

併設型小学校・中学校

連携型小学校・中学校

同一の設置者によるもの

※一貫教育にふさわしい運営体制の整備が要件

異なる設置者（県立学校と市町立学校等）に

よるもの
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教
育
長

教
育
長

建
設
環
境
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

増
え
る
災
害
、

今
後
に
つ
い
て

運
動
嫌
い
な
子
供
の

参
加
が
課
題

長
南
町
あ
っ
て
の
教
育

今
後
の
体
育
指
導
に
つ
い
て

水
稲
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

皆
で
模
索
し
て
い
く

関
係
各
課
と
協
議

協
議
を
実
施

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

板倉正勝 議員

ＩＣＴ教育の導入について
学力向上につなげていきたい

小
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
成
果
に
つ
い
て
は
、
学

校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
児
童
・
保
護
者
の
評
価

か
ら
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
と

て
も
便
利
で
も
っ
と
勉
強

し
た
く
な
る
」
と
回
答
が

91
・
5
％
児
童
の
学
習
へ

の
興
味
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
状
況
が
見
ら
れ
、
こ

れ
を
学
力
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

今
回
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
内
容
と
し
て
鉄
棒
等

を
取
り
入
れ
、
運
動
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

気
持
ち
を
育
て
行
っ
て
い

き
、
児
童
の
体
力
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
や
親
の
意

識
、
子
供
の
多
様
化
し
た

考
え
方
・
行
動
が
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
い
ま

す
。学

校
教
育
の
進
め
方
も

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
時

代
の
１
つ
の
ツ
ー
ル
と
し

て
位
置
付
け
、
多
方
面
に

目
配
り
を
し
つ
つ
、
皆
で

教
育
と
い
う
も
の
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

現
在
も
継
続
し
て
災
害

復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
主
要
幹
線
道

路
や
生
活
道
路
の
復
旧
は

建
設
環
境
課
で
、
主
に
農

業
等
で
使
用
す
る
道
路
及

び
土
地
改
良
事
業
等
で
建

設
さ
れ
た
排
水
路
な
ど

は
、
農
林
部
局
で
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
各

部
署
で
処
分
場
を
使
用
し

た
こ
と
か
ら
、
整
理
が
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。

体
育
の
専
門
家
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
体
育
の
問

題
と
し
て
、
運
動
の
好
き

嫌
い
の
二
極
化
が
問
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

導
入
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
特
化
の

教
育
だ
け
で
は
な

く
、
教
員
に
よ
る
考
え
方

の
教
育
指
導
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
の
年
代
に
合
わ
せ
た

教
育
方
針
の
変
化
を
長
南

町
独
自
で
お
こ
な
う
考
え

が
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

千
葉
県
教
育
委

員
会
研
修
指
定
校

と
し
て
の
今
後
の
体
育
指

導
と
、
部
活
動
等
へ
の
専

門
性
の
高
い
教
員
の
導
入

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

災
害
復
旧
の
現

状
、
災
害
の
採
択

区
分
や
被
災
情
報
の
伝
達

方
法
、
残
土
受
入
処
分
場

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
使
用

の
散
布
方
法
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

嫌
い
な
子
供
の
参
加
が
大

き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

被
災
情
報
は
大
規
模
災

害
で
は
区
長
に
職
員
が
同

行
し
、
被
害
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
区

長
、
住
民
の
連
絡
に
て
情

報
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
災
害
時
の
土
砂
等

の
受
入
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
は
ド

ロ
ー
ン
に
お
い
て
全
て
の

圃
場
を
散
布
す
る
計
画
で

す
。
散
布
実
施
圃
場
現
地

で
の
表
示
方
法
等
、
所
有

者
と
協
議
を
実
施
し
ま

す
。
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議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は

参
加
し
た
主
な
行
事

【
2
月
】

　
9
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　
定
例
会

　
15
日　
第
１
回
臨
時
議
会
、
議
会
全
員
協
議
会

　
19
日　
九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
理
事
会

　
22
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
定
例
会

　
26
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　
定
例
会

　
　
　
　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

【
3
月
】

　
2
日　
第
1
回
定
例
会
（
～
12
日
）

　
4
日　
各
常
任
委
員
会
（
～
5
日
）

　
8
日　
予
算
特
別
委
員
会
（
分
科
会
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
12
日
）

　
9
日　
議
会
全
員
協
議
会

【
4
月
】

　
13
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
14
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
5
月
】
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特
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会

今
月
号
の
表
紙
は
、
役
場
本
庁
舎
を

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

現
本
庁
舎
は
昭
和
47
年
に
建
設
さ

れ
、
50
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
防
災
等
の
拠

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
事
業

に
よ
り
建
て
替
え
る
計
画
を
し
て
い
ま

す
。 今

月
号
の
表
紙
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長
南
中
学
校　

３
年

長
南
中
学
校　

３
年

川か
わ
さ
き﨑　

莉り

な奈 

さ
ん

田た
む
ら村　

愛あ
い
と翔 

さ
ん 若い力

ちょうなんの

悔
い
の
な
い
よ
う
に

長
南
町
の
明
る
い
未
来

３
年
生
に
な
り
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

不
安
な
気
持
ち
を
抱
き
生

活
を
し
て
い
る
私
た
ち
の

こ
と
を
日
頃
か
ら
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
長
南

町
、
町
の
方
々
に
は
い
つ

も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

長
南
町
は
今
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
未
来
を
担

う
若
い
人
が
少
な
く
な
っ

私
の
三
年
生
と
し
て
の

抱
負
は
、「
悔
い
の
な
い

よ
う
に
」
で
す
。

部
活
動
で
は
、
先
生
方

や
先
輩
方
に
教
わ
っ
た
事

を
後
輩
に
受
け
継
ぐ
と
と

も
に
、
中
学
生
最
後
の
大

会
で
全
力
を
尽
く
せ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

学
習
面
で
は
、
受
験
生

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

志
望
校
合
格
と
い
う
目
標

に
向
け
て
、
一
日
一
日
を

て
い
ま
す
。
し
か
し
長
南

町
に
は
、
自
然
が
豊
か
で

歴
史
あ
る
名
所
や
特
産
品

な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。私

は
将
来
、
そ
の
よ
う

な
長
南
町
の
魅
力
を
発
信

し
、
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。
長
南
町
の
輝
か
し

い
未
来
を
築
き
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
１
人
の
社
会

人
と
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

大
切
に
勉
強
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「長

南
中
の
生
徒
」
と

し
て
私
た
ち
に
残
さ
れ
た

時
間
は
少
し
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
行
事
・
部
活
・
学

習
に
お
い
て
、
悔
い
の
な

い
よ
う
に
何
事
に
も
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
こ
の
一

年
間
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

議会を傍聴して
みませんか？

めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。
　新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、人数制
限する場合があります。

次回の定例議会は、
６月９日㈬から
開会の予定です。

よ
う
や
く
、
暖
か
く
山
々
は
若
葉

に
、
田
ん
ぼ
は
田
植
え
も
終
え
て
田

園
風
景
が
一
段
と
映
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

３
月
に
は
、
町
内
芝
原
地
先
で
竜

巻
の
よ
う
な
突
風
が
あ
り
、
住
宅
・

車
庫
・
倉
庫
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
大
き
な
被
害
で
は
、
大
型
木

造
倉
庫
が
倒
壊
し
、
県
道
が
一
時
通

行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
身
近
に
発

生
し
た
突
風
で
異
常
気
象
に
よ
る
も

の
で
し
ょ
う
か
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
、
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
気
配
も
な
く
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
く
町
民
が
安
心
し
て
、
以
前
と
同

様
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
と

こ
ろ
で
す
。

（
御
園
生　
明
）

編
集
の
あ
と
で

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

の

紹

介前列左から宮﨑委員長、森川副委員長
後列左から松野議長、和田委員、加藤委員、岩瀬委員

※議長は発行責任者です。


